保育士養成課程におけるピアノ初級者の練習時間と学習到達度の調査研究―ピアノ初級者へのアンケート調査から― by 武田 恵美 & 扶瀬  絵梨奈

































　（１）　「ピアノ補習（2019 年度前期）」の第 3講目、第 9講目、第 15 講目においてアンケー
ト調査を実施する。
　（２）　授業開始時から第 3講目までを「Ⅰ期」、第 3講目から第 9講目までを「Ⅱ期」、




　（１）　時期：2019 年 4 月〜 8月
　（２）　対象：「ピアノ補習」受講者 64 名のうち、アンケート調査の全てに回答し、且つ
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し暗譜で演奏する。また、第 15 講目、定期試験時の試験は、全学生を対象とし、第 8講目、
















の経験がある学生に分類する。そして、Ⅰ - Ⅲ期における練習 1回あたりの平均的な練習
時間をまとめる（表 4、5）。また、その分布をグラフにまとめる（図 1、2）。
　A群の全体の平均時間は、Ⅰ期 41 分、Ⅱ期 58 分、Ⅲ期 49 分である。
　学生aの練習時間は、Ⅰ期15分、Ⅱ期15分、Ⅲ期15分である。練習時間は安定しているが、
全期において練習時間が全体の平均の半分にも満たない。
　学生 bの練習時間は、Ⅰ期 30 分、Ⅱ期 120 分、Ⅲ期 60 分である。Ⅱ期で練習時間が
Ⅰ期の4倍に増えている。Ⅲ期ではⅡ期の半分に減っているが、Ⅰ期から見ると2倍になっ
ている。
　学生 cの練習時間は、Ⅰ期 3分、Ⅱ期 60 分、Ⅲ期 10 分である。Ⅰ期の 3分は全体の最






























　学生 i の練習時間は、Ⅰ期 90 分、Ⅱ期 120 分、Ⅲ期 120 分と、全期において全体の平
均時間を大きく上回っている。Ⅰ期の 90 分はⅠ期の最高時間であるが、Ⅱ期では更に練
表₄Ａ群 : 練習 1 回あたりの平均的な練
習時間 （分）
経験 学生 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期
A群
a 15 15 15
b 30 120 60
c 3 60 10
d 60 30 30
e 45 60 50
f 30 15 30
g 60 60 40
h 30 60 30
i 90 120 120
j 30 60 90
k 60 90 90
l 30 60 60
m 45 60 60
n 45 70 40
o 45 30 45
p 30 15 15






　学生 j の練習時間は、Ⅰ期 30 分、Ⅱ期 60 分、Ⅲ期 90 分である。Ⅰ期では全体の平均
時間を下回っているが、Ⅰ期からⅢ期まで 30 分ずつ練習時間を増やし、Ⅱ期及びⅢ期で
は平均時間を上回っている。
　学生 kの練習時間は、Ⅰ期 60 分、Ⅱ期 90 分、Ⅲ期 90 分である。全期において全体の
平均時間を上回っている。Ⅰ期から練習時間を確保できているが、Ⅱ期で更に練習時間を
増やし、Ⅲ期でも維持している。





















　B群についてみると、全体の平均時間はⅠ期 36 分、Ⅱ期 38 分、Ⅲ期 46 分であった。
　学生 qの練習時間は、Ⅰ期 30 分、Ⅱ期 30 分、Ⅲ期 45 分である。全期において全体の
表₅Ｂ群 : 練習 1 回あたりの平均的な練
習時間 （分）
経験 学生 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期
B群
q 30 30 45
r 30 30 30
s 45 30 30
t 20 25 20
u 60 75 90
v 30 40 60
練習時間	（分） 36 38 46
図₂Ｂ群：練習1 回あたりの平均的な練
習時間の分布（分）




　学生 rの練習時間は、Ⅰ期 30 分、Ⅱ期 30 分、Ⅲ期 30 分である。全期において全体の
平均時間を下回っているが、Ⅰ期からⅢ期まで同じ時間を維持している。
　学生 sの練習時間は、Ⅰ期 45 分、Ⅱ期 30 分、Ⅲ期 30 分である。Ⅰ期では全体の平均
時間を上回っているが、Ⅱ期で練習時間が減っている。また、Ⅲ期はⅡ期の練習時間を維
持している。
　学生 t の練習時間は、Ⅰ期 20 分、Ⅱ期 25 分、Ⅲ期 20 分である。全期において全体の
平均時間を下回り、練習時間はいずれも 30 分未満である。Ⅰ期からⅢ期まで練習時間の
変動は少ない。
　学生 uの練習時間は、Ⅰ期 60 分、Ⅱ期 75 分、Ⅲ期 90 分である。全期において全体の
平均時間を大きく上回っている。Ⅰ期からⅢ期まで練習時間を徐々に増やしている。








　学生 aの到達度は、Ⅰ期 21、Ⅱ期 45、Ⅲ期 52 である。全期において全体の平均より下
回っているが、滞りなく学習曲を進めていることがわかる。
　学生 bの到達度は、Ⅰ期 27、Ⅱ期 55、Ⅲ期 58 である。ほぼ全体の平均と一致している。
Ⅰ期及びⅡ期は多くの学習曲を進めているが、Ⅲ期は 3曲のみである。
　学生 cの到達度は、Ⅰ期 19、Ⅱ期 40、Ⅲ期 45 である。全期において全体の平均より下
回っている。Ⅱ期では多くの学習曲を進めているが、Ⅲ期では１曲のみである。Ⅲ期終了
時には、1グレード修了まで到達している。





























　学生 j の到達度は、Ⅰ期 21、Ⅱ期 53、Ⅲ
期 58 である。Ⅰ期では、全体の平均より下回っているが、Ⅱ期で全体の平均に追いつい
ている。
　学生 kの到達度は、Ⅰ期 36、Ⅱ期 65、Ⅲ期 76 である。全期において全体の平均より
大きく上回っている。Ⅰ期及びⅡ期は学習曲を 20 曲以上進め、Ⅲ期は 8曲と少なくなっ
表₆Ａ群 : 課題 A の到達度
経験 学生 開始時 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期
A群
a 12 21 45 52
b 12 27 55 58
c 12 19 40 45
d 12 36 69 69
e 12 30 58 57
f 12 20 46 50
g 12 20 49 52
h 12 16 52 58
i 12 18 40 40
j 12 21 53 58
k 12 36 65 76
l 12 18 61 62
m 12 25 52 57
n 12 19 61 65
o 12 37 56 69
p 12 15 52 56
平均到達度 24 53 58
図₃Ａ群：到達度
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ている。
　学生 l の到達度は、Ⅰ期 18、Ⅱ期 61、Ⅲ期 62 である。Ⅰ期では全体の平均より下回っ
ているが、Ⅱ期で多くの学習曲を習熟し、平均を上回っている。Ⅲ期では学習曲を 1曲進
めたのみである。
　学生mの到達度は、Ⅰ期 25、Ⅱ期 52、Ⅲ期 57 である。Ⅱ期及びⅢ期では、僅かに全
体の平均を下回っているが、ほぼ全体の平均
と一致している。






















　学生 rの到達度は、Ⅰ期 35、Ⅱ期 77、Ⅲ期 92 である。Ⅰ期では全体の平均を下回って
表₇Ｂ群 : 課題 A の到達度
経験 学生 開始時 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期
B群
q 12 30 47 49
r 12 35 77 92
s 12 35 60 84
t 12 25 54 60
u 12 54 67 78
v 12 54 62 80






　学生 sの到達度は、Ⅰ期 35、Ⅱ期 60、Ⅲ期 84 である。Ⅰ期では全体の平均を下回って
いるが、Ⅱ期では全体の平均にほぼ追いついた。Ⅲ期でも学習ペースを維持し、全体の平
均を上回っている。
　学生 tの到達度は、Ⅰ期 25、Ⅱ期 54、Ⅲ期 60 である。全期において全体の平均より下
回っている。Ⅰ期では全体の平均より大きく下回っているが、Ⅱ期で多くの学習曲を習熟
している。しかし、全体の平均には追いつかず、Ⅲ期では再び学習ペースを落としている。
　学生 uの到達度は、Ⅰ期 54、Ⅱ期 67、Ⅲ期 78 である。全期において全体の平均より
上回っている。Ⅰ期では全体の平均を大きく上回っているが、Ⅱ期及びⅢ期では平均より
も僅かに上回っている程度である。





　A群のⅠ期は、平均的な練習時間が 3-90 分であった。そして、練習時間が 30-60 分の
学生が多いとわかった。練習時間は、学生によって大きく差があると言える。










　B群のⅠ期は、平均的な練習時間が 20-60 分であった。そして、練習時間が 30 分の学




















　Ⅱ期は、課題Aの到達度が 40-60 であった。そして、到達度が 52-58 の学生が多いこと
がわかった。また、Ⅱ期の到達度は急激に上昇している。これは、学生がⅠ期よりも多く
の学習曲を習熟したことに起因すると考えられる。また、52-58 では 6/8 拍子、ト長調の
ポジション、ヘ音記号の読譜など課題が難しくなり、練習に時間を要する学生がいたので
はないかと考えられる。
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Research on the Exercise Time and Achievement Degree of Beginner of 
the Piano in the Childcare Worker Education:
Study by the Investigation to Beginner of the Piano
Takeda, Megumi*　Fuse, Erina*
キーワード：保育士養成，ピアノ，初級，練習時間，到達度
　昨今、保育士養成課程では、多くの学生が鍵盤楽器の演奏経験がないまま入学
し、その演奏方法を習得するだけでなく、学習方法についても日々模索している
ように感じている。そこで、本研究では、学生の練習₁回あたりの平均的な練習
時間、課題の到達度を調査し、学生の現状把握を試みた。
　ピアノ初級者の練習₁回あたりの平均的な練習時間を明らかにすることによっ
て、学生への学習支援の在り方を検討することを目的とし、ピアノ初級者の演奏
技術の習得には、継続的な練習時間の確保が必要であることがわかった。また、
演奏技術を習得することによって、到達度を上げることができることもわかった。
教員が適切な練習方法を示すことで、学生が惑うことなく学習に取り組むことが
できると考えた。また、この調査が今後の学習支援の方法を探ることへのきっか
けとなればと考えた。
